
NPO法人 福祉相談センター にじ 視察報告  
 

視察日：H27年 10月 17日 

参加者：D グループ 中村（今日館）・鮫島（おあしす国分）・白拍子（グループホームみぞべ）・金丸（霧島市役所）・鍛冶屋（霧

島市役所）・迫口（ユニティ） 

日程 

6：30 出発 

9：00-10：00 南九州市 社会福祉協議会 サポーター会議 

10：00-12：00 共感ボランティア講座（５日目） 

12：00-12：45 昼食 

12：45-15：00 上村修氏 質疑応答 

16：30 帰着 

 

サポーター会議 

現在、サポーターとして登録してらっしゃる約２０名の方々が参加し、一カ月に一回の給料の払い受けと、活動状況の報告と、予定を決める

会議でした。会議では、①施設ボランティア②居宅ボランティアに分けて話し合いがなされておりました。 

① 施設ボランティア 

「何を何時にしているのか」「施設側は何を求めているのか」「作業量が時間内に終わるのか」などであった。ボランティアに登録されている施

設に出向き、登録されている業務を、登録されているボランティアさんで実施しているということでした。 

② 居宅ボランティア 

ボランティアの利用者の登録されている方一人一人をケースとして、「現在ボランティアとして何をしているのか」「それは誰がするのがいいの

だろうか」「今後どうするべきなのか」など参加者全員で話し合う雰囲気ができており、NPO法人福祉相談センターにじの上村修氏が中

心となってコーディネートしている。話し合いの流れや方向性、誰が行くのかのマッチングを適切なタイミングで介入しコーディネートされており

ました。 

 



共感ボランティア講座第５日目 

講座は計８回開催され、参加費は参加者が払う仕組みとなっている。講師陣が毎回変わり、ボランティアの考え方・緊急時対応の実技・蒔

絵の作成体験・生き方など座学・体験を織り交ぜた口座となっていました。土曜日の 10：00-12：00 に設定されていました。今回の平成 27

年度の受講者は、ボランティアさん２０名、新規受講者名の３３名の計５３名でした。年齢は、４０代-８０代と幅広い年齢層の方が参

加されておりました。 

蒔絵講座は賑やかにわいわいして盛り上がっておりました。川鍋仏壇の職人さんが数名で指導され、南九州市社協のスタッフが運営するという

形でした。 

講座終了後は解散となっておりました。 

 

上村修氏講義および質疑応答 

上村氏がなぜ NPO でボランティア団体を立ち上げたのかの講義形式の説明と、どのような変遷があり今の形になったのか説明がありました。 

NPO法人福祉相談センターにじの活動 

① ボランティア養成派遣事業・・・今回視察させていただいたボランティアの活動 

② 男の居場所「だんだん馬渡」活動・・・地域の有志があつまり、無料での刃物研ぎを通しての地域交流活動 

③ 介護を主体的に考える活動・・・自分で居宅サービス計画書を作成する方々の支援と推進 

H18年にボランティア養成講座を開始し、現在９年目。講座終了からボランティアまでの道のりは、講座受講→希望者が名簿登録→高齢者

施設への有償ボランティア活動→２０時間以上経験者は在宅支援へ という流れでありました。 

立ち上げ時の困難は、「資金がないこと」「信用がないこと」であったと。同時に解決に至ったのが、県の助成事業である「共生・協働の地域社

会づくり助成事業」の活用であった。助成を受けることで、チラシにてボランティア養成講座の広告ができ、共催に鹿児島県が入ってくれたことが

大きかったと。H19年南九州市になり社協と協働し、頴娃はにじ、川辺・知覧は社協と分け、仕組みはにじボラを適応していった。 

具体的活動としては、施設では掃除・ベッドメイキング・行事の付き添いなど。居宅では、病院の付き添い・草むしりなどであった。 

報酬は、施設は一時間５００円（うち１００円は NPO へ）在宅活動は１時間 700 円（うち１００円は NPO へ）となっていました。 

有償ボランティアであるがゆえに、ボランティア精神を失わないように無償ボランティアであるマラソン大会のボランティアにも参加しているということ

でした。 

NPO の問題点としては、マンネリ化・知人への支援の困難さ・社協との協働の調整・人口減少が挙げられた。 

 

考察 



今回の視察にて、霧島市でのボランティアの新たな可能性と期待が一層高まったと感じます。上村氏のこれまでの活動の中で初期の大きな問

題で挙げられた、「資金がないこと」「信用がないこと」がクリアーできれば、霧島市でもできると思います。方法としては、まず、活動理念の決定・

活動内容の決定・活動までの研修の設定・活動のスキルアップの設定・ボランティアを求めている施設・住民の募集・ボランティアをしたい方の募

集等、話し合いを持ち会議を積み重ねればできると感じました。今回視察で学んだことを今後の D グループ活動につなげていきたいと思いま

す。 

以上、報告といたします。                                            

ユニティ 迫口宗一郎 


